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ニシン目魚類は魚類の全漁獲量の２０～４０％を占める水産資源として重要な

分類群であるだけでなく，その稚仔魚は魚類プランクトン群集においても優占

的に出現するため，本目魚類の稚仔魚を同定・識別することは極めて重要であ

る．しかし，琉球列島を含む熱帯域でのニシン目魚類稚仔魚の研究は不十分で

あり，その多様性と形態的類似性もあって同定・識別は困難なまま残されてき

た．これまでに琉球列島からは３科１２属２０種のニシン目魚類(未記載種と考

えられるものＺ種を含む)が知られているが,特にニシン科ヤマトミズン属魚類

ヤマトミズンAmblygaSler/ejogas”とホシヤマトミズンＡ・ｓｊ/wzの２種は稚仔
魚の分類に有効とされる筋節数・鰭式に明瞭な差が無く，本属２種の稚仔魚を

区別する形態形質は知られていない．

今回，２００７年７月に南城市奥武島から集魚灯採集によってヤマトミズン属

魚類稚仔魚２２個体が得られたので，ｍｔＤＮＡｌ６Ｓの部分塩基配列（約３００ｂｐ）
をターゲットとするニシン目魚類専用プライマーを用いて,PCR-SSCP法と塩基

配列の直接比較による種同定を試みた．１２個体は採集後約２４時間５％海水

ホルマリン中で固定した後に筋肉組織を切り出し，９９％エタノール中で保存し

たものをQIAGENDneasyTissueKitを用いてＤＮＡ抽出を行い，１０個体は採集
後現場で直ちに９９％エタノールで固定した後により簡便なChelex法による

DNA抽出を行いPCRSSCP解析に供した．前者の固定方法は分子分析と形態

学的観察を両立することができ，稚仔魚の形態を明らかにすることに有効であ

るが大量のサンプルには向かない．後者は形態観察には向かないが，簡便に大

量のサンプルを分子同定できる．QIAGENDneasyTissueKitを用いたサンプルの
うち６個体についてはＣＥＱ８８００ＤＮＡシーケンサーでｍｔＤＮＡｌ６Ｓの部分塩

基配列（約３００ｂｐ）を決定した．得られたＳＳＣＰ泳動パターンと塩基配列を成
魚と比較したところ，PCR-SSCP解析を行った２２個体すべての泳動パターン

がヤマトミズンと一致し，６個体の塩基配列もすべてヤマトミズンに一致した

ことから，今回得られた稚仔魚はすべてヤマトミズンに同定された．本研究の

結果，これまで種まで同定することができなかったヤマトミズン属魚類稚仔魚

を同定することができ，PCR-SSCP法による簡便な種判別が可能であることが

明らかになった．今後，ホシヤマトミズンを含むニシン目魚類にこれらの方法

を広げ，稚仔魚の分類をすすめていきたい．


